
 

  

 毎年、夏季休業中に教職員の資質向上のための教職員研修会を開催しています。今年度は、３

つの研修会を集合形式で行いました。研修会には町内外からたくさんの参加があり、先生方の

熱心に学ぶ姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保幼小中一貫教育だより ～豊かな自然と豊かな人材で豊かなこどもを育てる～ 
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「学び続ける」教職員 －豊能町夏季教職員研修－ 

１５年間の「学び」と「育ち」をつなぐ一貫した教育の実現をめざして③ 
～ ひかり幼稚園 「幼小運動あそびの交流」 ～

ひかり幼稚園では、隣接する光風台小学校のグランドを使わせていただき、かけっこやボ

ールあそび、なわとび、竹馬等を楽しんでいます。毎年５歳児が竹馬の練習をしている様子

を学校の先生がご覧になり「幼稚園で取り組んだ運動あそびを小学校につなげていきたいね」

と話していました。そこで、昨年度より幼小の運動あそびの交流会にむけて情報交流会を行

ってきました。 

今年度６月光風台小学校の体育館で、１年生と５歳児の運動あそびの交流会を実施し、リ

ズムあそび、サーキットあそびをしました。１年生は、久しぶりのリズムあそびにちょっぴ

り照れながらも笑顔いっぱいでした。また、５歳児の子どもたちも学校の先生に緊張しなが

らも、ピアノの曲を聞き分けて、からだを動かしていました。 

就学に期待する半面、不安も緊張もある子どもたちにとって、自分たちが普段楽しんでい

る運動あそびを小学校でも楽しめたことは、安心と新たな期待を感じたようで、園に帰って

きた子どもたちの表情を見てよくわかりました。 

あそびの中で体幹を鍛え、からだづくりと共に苦手なことも楽しいという気持ちが意欲と

なりチャレンジする姿につながっていくことを今後も小学校の先生と共通理解を深めていき

たいと思います。 

 

吉川中学校区 義務教育学校開校に向けた説明会を開催します 
現在本町では、西地区における令和８年４月の義務教育学校開校に向け、吉川中学校

の改修計画を進めています。 

 つきましては、吉川中学校区内の保護者・住民の皆様を対象とした説明会を開催いた

します。 

 公私ともにご多用かとは存じますが、ご参加くださいますようよろしくお願いいたし

ます。 

 ●開催日 ①１０月 ９日（日）14：00～15：30（対象：吉川中学校区保護者） 

      ②１０月１５日（土）10：00～11：30（対象：吉川中学校区保護者） 

     ③１０月２２日（土）10：00～11：30（対象：吉川中学校区住民） 

※①②は、吉川中学校区内の学校園所に通園・通学する（予定を含む） 

幼児・児童・生徒の保護者の方が対象となります。 

●場 所 豊能町立西公民館 大会議室 

●内 容 ・施設改修・整備内容（予定）について 

      ・工事スケジュールについて 

      ・工事中の吉川中学校生徒の通学について 

 

管理職研修 「０歳から 15歳までの育ちと学びをつなぐ教育について」  

講師：学習院大学 教授 秋田喜代美氏 

           （研修レポートより）学校間の連携による取り組みの例を多く提

示していただき、とても参考になった。教師自身が固定概念に

とらわれていては、今までやってきたことをやるだけになって

しまう。（略）学年・学校単位で東能勢中や各小学校と連携がで

きたら面白いと思う。そのような活動をするためには、異校種

の教師同士がしっかりと連携をとれるよう頑張りたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育 「“生きる教育”で心はぐくむ」  

講師：大阪市立田島南小学校 教諭 小野太恵子氏 

           （研修レポートより）「人でできた傷は、人で癒される」という 

言葉は、とても心に響いた。子どもたちが、自分一人の力だけ 

ではなく、たくさんの人たちとのつながりの中で安心できる居 

場所を作っていけるようなとりくみを行っていきたい。また、 

「人を大切にする」ということを大事に“生きる力”を育んで 

いきたい。          

支援教育 「特別支援教育の視点を活かした授業づくり・集団づくり」 

 講師：大阪大谷大学 教授 小田浩伸氏 

            （研修レポートより）小田先生の言葉にもあったが、全ての人に 

それぞれの認知スタイルや傾向があるように、支援学級・通級 

に関わらず一人ひとりに合ったサポートが必要だと日々感じ 

ている。基礎的環境整備のナチュラルサポートはもちろん、多 

様な視点を生かした多様な学びの場の提供、子どもたちの困 

難さに寄り添い、よりわかりやすい教材や手立ての工夫・助言 

など校内支援教育の充実に努めたい。         


